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　　　　南病棟チームカンファレンス記録

平成　２２年　９月　１日　（水）
司会者　本川　沙織　　　記録　小林　告子

	小向
	小林
	竹内
	清川
	橘
	三浦
	佐々木
	平間
	川守田

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	○
	○
	○
	CD留守
	○
	○
	公休　
	深夜
	準夜

	本川
	天間
	橋本
	藤原
	田ノ上
	畑内
	高橋
	山地
	上野（雅）

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	○
	公休
	○
	○
	○
	産休
	深夜
	公休
	深夜

	佐々木（孝）
	相馬
	加藤
	池田
	富澤
	石岡
	小笠原（麻）
	貝塚
	荻原

	公休
	A留守
	公休
	公休
	　

公休
	○
	準夜
	○
	欠勤

	小笠原（実）
	大嶋
	盛田
	鈴木
	沼山
	
	
	
	

	CD留守
	CD留守
	業務
	○
	　準夜
	
	
	
	


出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名

する事。

＜連絡事項＞

・明日13：30から南介護訓練室にて、西病棟の患者様（片石信悦様）の診察を行います。

Aユニットについたスタッフは、小坂先生が来院されましたら西病棟へ連絡しましょう。

・テンキーのナンバーは患者様に知られてはいけません。十分注意しながらとりあつかいましょう。テンキーのナンバー変更は明日行う予定となっています。

・標記のついて下記の内容でメンタル３Fを使用します。

　【目的】

　　　　財団　福祉人材育成センター　第５期生　採用試験

　【日程】

　　　　９月３日（金）　14：00～17：00（約１５名）

　　　　９月６日（月）　9：00～12：00　（約８名）

　

病棟に入る際は、財団職員が立ち会えますが、終了時間は個別のため、南病棟職員にドアの開閉をお願いすることがあると思われます。患者様の離院に十分注意して行きましょう。
・精神医療福祉学会への抄録の提出期限が過ぎているので、早めに小向SGMと田ノ上JGMへ提出してください。

・担当業務中間報告、中間サマリー・二軸評価、人事考課等期限を守って提出しましょう。

・栄養チームより明日の朝から下記の患者様にお茶ではなくゼリーが提供されます。

高森清八様・板垣富蔵様・田中豊三様・玉井クニ子様・北山和子様・橋本万様・久保清蔵様・中野英男様・前川原勝美様・村田タカ様です。

· 9/16～10/15までの勤務表が出ていますが、夜勤等変更しますので、各自確認してください。

・カルテチェックの直しは９月３日までにお願いします。

・カルテの訂正印ですが、間違っているスタッフがいますので、再度確認し周知して下さい。

①日付け→アラビア数字でなくてよい。9/1でよいです。赤字で訂正して下さい。

②訂正→赤字で二重線を引いてください。

③訂正印→間違った字の上に訂正印をおして下さい。

＜患者様連絡事項＞

・長根　矢一様～背部の湿疹が悪化傾向です。入浴時背部は石鹸を使用せず、シャワーのみ行って下さい。引き続き湿疹の状態を観察していきましょう。

　　　　　　　　ご家族が来院されたら、他科受診するのか確認していきましょう。今回スタッフも同行しますが、ご家族の付き添いも必要なこと伝えていきましょう。

・村田　タカ様～排尿困難時の導尿の指示変更あり。８時間→１２時間に変更。引き続

き排尿および食事摂取量や状態観察して行きましょう。

・島脇　てる様～糖尿病であるが、現在症状ないため、予測指示なしで経過観察との事。

　　　　　　　　症状が現れた時に予測指示を出していくそうです。高血糖・低血糖症状観察していきましょう。

・板垣　富蔵様～先週より、行動活発さ見られています。同室者や他患者様とトラブルがないか確認していきましょう。自力でトイレに行こうとし、車椅子に乗ろうと移動目立っている為、見守りし転倒・転落や日中の過ごし方について観察して行きましょう。

　　　　　　　　

・中村　マス様～幾分口にこもった音声で、途切れ途切れの話し方は言語障害の一つです。　　　　　急いで聞き返さず、ゆっくりと聞くようにして行きましょう。

　　　　　　　　　
・西澤　久様～下痢が続いており、やや活気のなさも見られます。自分の体調を上手く

表現できないので、水分補給の促しや排便状況の排便状況の確認をして行きましょう。

　　　　　　

＜皮膚科＞

・柴葉　雪雄様～右第２趾、急性湿疹のためテラコート軟膏処方となっています。皮膚状態悪化がないか観察していきましょう。

＜生活機能回復訓練報告・検討＞
・川守田　惇様～他者の車椅子を押す行動が見られています。トラブルや事故に繋がら

ないよう介入していきましょう。また、他者の車椅子をいじる、車椅

子を並べ替えるなど、車椅子に関心があるようなので、行動を観察し

ていきましょう。

・板垣　富蔵様～活動性が向上してきており、ベッドから車椅子への移乗や、トイレへの

移乗は、以前に比べると安定してきています。自室を車椅子移動する際

に、後方の安全確認がとれず、田中豊三様にぶつかり、頭を叩く行為が

あり、介入しています。トラブル・事故の無いよう、観察・介入してい

きましょう。

・山田　典子様～発熱後、体調不良を理由に、しばらく歩行練習を休んでいます。顔色が

冴えない日や、食欲が無いという日もあります。少しずつ、行っていけ

るよう声をかけていきます。

















































